
１１　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの基基本本事事項項
（（１１））名名称称

（（２２））ホホーームムペペーージジＵＵＲＲＬＬ

（（３３））組組織織図図

（（４４））会会議議実実施施方方法法等等

全体会

全体会

２２　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの委委員員
（（１１））委委員員名名簿簿

№ 役職 氏　名 備考

1 会長 嶋　太郎

2 事務局 山下　正裕

3 事務局 町田　健太郎

4 藤森　由美子

5 梶原　輝史

6 稲垣　清香

7 持田　憲一

8 秦　早苗

9 小坂　さゆり

　　イ　開催時間

平日日中（業務時間内）
専門

部会等
平日日中（業務時間内）

所属 種　別
経験
年数

小小笠笠原原村村

小小笠笠原原村村障障害害者者地地域域自自立立支支援援協協議議会会

未開設

　　ア　開催方法

集合形式
専門

部会等
集合形式

小笠原村村民課福祉係 課長補佐 行政職員(区市町村)

小笠原村村民課福祉係 保健師 行政職員(区市町村)

小笠原村村民課長 行政職員(区市町村)

小笠原村村民課福祉係 係長 行政職員(区市町村)

小笠原村教育課長 教育関係機関

小笠原村明老会(父島) 施設長 障害福祉サービス等事業者

小笠原村村民課福祉係 保健師 行政職員(区市町村)

小笠原村村民課福祉係 保健師 行政職員(区市町村)

小笠原村明老会(母島) 相談員(施設長代理) 障害福祉サービス等事業者

自立支援協議会
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№ 役職 氏　名 備考

10

11 亀﨑　真

12 片桐　智美

13 阿部　一貫

14 森　純子

15 川本　真裕

16 松林　久美子

17

18

19

20

21 藤崎　邦夫

22 森本　美奈

23 池田　由貴

24

25

26

27

28

29 坂上　真紀

30 臼井　茜

31

※委員名簿に情報を記載できない理由

（（２２））委委員員構構成成

身体・知的障害者相談員 身体・知的障害者相談員

小笠原村診療所 所長 医療関係者

所属 種　別
経験
年数

小笠原村母島診療所 看護師 医療関係者

小笠原村社課福祉協議会 次長 社会福祉協議会

小笠原村診療所 看護師 医療関係者

小笠原村母島診療所 所長 医療関係者

民生主任児童委員 民生委員・児童委員

小笠原村商工会 雇用関係機関

小笠原村社課福祉協議会 主査 社会福祉協議会

民生児童委員 民生委員・児童委員

小笠原村立父島保育園 主任保育士 行政職員(区市町村)

小笠原村立父島保育園 保育士 行政職員(区市町村)

小笠原支庁総務課行政係 行政職員(都）

小笠原村立父島保育園 園長 行政職員(区市町村)

小笠原中学校 教育関係機関

小笠原中学校 教育関係機関

小笠原小学校 教育関係機関

小笠原小学校 教育関係機関

島しょ保健所小笠原村出張所 保健所
社会福祉法人　全国重症心身障害児（者）を守る会 相談支援事業者

スクールカウンセラー 教育関係機関

島しょ保健所小笠原村出張所 副所長 保健所

医療関係者 4

保健所 2 2

充て職のため委員が会議の度変更されるなどすることから氏名欄を一部空欄としています。また、委員
の経験年数は履歴管理をしていないため、具体的な年数の把握が難しく空欄としました。

　　　　　全体会・
　　　　　　　　部会名

全体会
障害福祉
サービス
準備部会　　種　別

学識経験者 0

企業 0

障害当事者（ピアサポーター含む） 0

教育関係機関 6

雇用関係機関 1

相談支援事業者 1 1

障害福祉サービス等事業者 2 2

家族・関係団体 0

身体・知的障害者相談員 1

民生委員・児童委員 2

地域住民 0

社会福祉協議会 2 2

法曹関係者 0

その他 0

計 31 11

行政職員(区市町村) 9 4

行政職員(都） 1
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３３　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの活活動動状状況況

　　（（１１））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ででのの協協議議事事項項（（複複数数回回答答））

４４　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの活活性性化化
（（１１））地地域域自自立立支支援援協協議議会会活活動動のの評評価価

全体会

具体的な内容

　　ア　個別の困難事例の把握・検討（複数回答）

② 専門部会やその他の各種連絡会等から検討が必要なものを取り上げている。

委員から出された個別の困難事例を協議会で検討している。

　　イ　地域課題が「あがっていない」又は「わからない」とした理由

個別事例ごとに対応している。

　　ウ　地域課題に対して取り組んだ（取り組んでいる）内容又は取り組めなかった理由等
　　　　（複数回答）

⑭ その他（今後できる村のサービスとは）

様々な障害児、障害者がいる中で必要なもの全てのサービスの提供はできないが、できることは何らか
の意見を出し合う。

（（２２））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ととししててのの役役割割（（複複数数回回答答））

⑤ 地域課題の整理

1村2島の自治体であるが、共通の課題・それぞれの島特有の課題を整理する。

（（３３））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ととししてて把把握握ししてていいるる地地域域課課題題

対象者全体の数が少ないため個別事案のケース数なども少なく、傾向を統計的に見られるほどの判
断材料数が無い為一概には判断し難い。

地域課題はあがっていない。

　　エ　地域課題の中で、広域又は東京都全域で対応するほうが良いと考える課題

特になし。

　　ア　全体会・専門部会等の評価

一概には言えない。
専門

部会等
一概には言えない。
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